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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
前田 知憲

お客様、地域社会、社員に愛される企業を目指す
植木プラスチックは真空成形・圧空成形加工メーカーとして日本最大級の設備と創業57年に裏打ちされた知見を
基に樹脂加工を通じて社会に貢献します。時代の変遷と共に刻々と変化する社会課題に対して様々な技術革新が生
まれていますが、それらを形作る装置やカバーなどを手掛けることで、次世代に向けた持続的な価値を提供いたし
ます。また専門技術をDXを通じて社員が継承し、人材の成長と待遇改善を図ることで地域未来牽引企業の要とな
ります。
100億円企業への成長を通じて強固な技術集団を形成することで、お客様、地域社会、社員に愛される企業を目指
し、持続的な成長を目指すことをここに宣言いたします。

・市場で求められる製品の大型化および複雑化に伴う技術力の一
層の強化。

・黎明期を支えた幹部社員の高齢化に伴う人材育成および将来の
設備投資を見据えた人材確保の加速化。

・自動車関連分野に次ぐ第２、第３の事業の柱を構築。
・自社技術のブランディングおよび販売チャネルの拡充。

主力製品 樹脂加工製品
（写真：自動車アフターパーツ）

〇本社所在地：群馬県太田市西新町8-7

〇事業概要：真空成形および圧空成形を

用いた樹脂加工

〇常時使用する従業員：78名

（2025年9月時点）

〇現在の売上高：27.7億円

（ 2024年9月期）

〇法人番号：3070001018742

〇Web：https://www.uepura.com/

植木プラスチック株式会社（製造業）

① 新工場建設のためのプロジェクトチームを立ち上げ、スムーズ
な新工場稼働を実現します。

② 若手・中堅社員を中心に新工場に設置する新規導入設備のオペ
レーター教育を徹底する体制を構築します。

③ 最新のDX関連情報や知識を取得するための従業員教育を徹底し、
DXを駆使した生産合理化や省力化を実現します。

④ 従来の営業チャネルと違う新規事業分野の営業力強化のため、
営業要員の教育を徹底する体制を構築します。

① 新工場を建設し総合的な生産能力の向上を図り、現状の主力顧
客である自動車関連分野でのさらなる拡販をはかります。

② 農機分野の拡販、さらに主に外需をターゲットとする環境配慮
型機器用パーツ、アカデミアとの連携による測定器用パーツな
どの新規事業を立ち上げ、自動車関連分野以外の事業の柱を構
築します。

③ 当社を取り巻く地域サプライチェーンを一層、強化することで
地域経済の発展と共に持続的な成長曲線を描きます。

2035年の売上高100億円実現を目指します。
年率10%程度の成長を維持しながら、2027年の新工場設立および
M&Aを活用した新事業進出に伴う売上高向上をはかります。
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